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科学技術政策研究所 も設立か らはや2カ 月が経ち、その業務 も徐 々に軌道 に乗
ってまい りま した。
当研究所では、その活動概況 にっいて、「政策研ニュース」として定期的に情報
提供を行 っていくことといた しました。 ご支援方よろ しくお願い します。
?
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@科 学技術会議政策委員会委員.と懇談
8月 エ8日(木)17時か ら当研究所会議室において、科学技術会議政策委員会
の委員をお務めの先生方 と当研究所幹部職員との懇談の機会を設けることがで き
ま した。
当臼は、岡本道雄委員長及び武安…義光、北原安定、近藤次郎、山下勇、宮崎弘
道、猪瀬博の各委員の御出席を頂 き、研究所側か ら川崎所長、鈴木総務研究官以
下各 グループの総括主任研究官及び総括上席研究官が出席 し、さらに本庁か らも
内田事務次官をは じめ庁首脳の陪席の下 に、研究所の問題意識や当面考えて いる
調査研究について説明を行 った後、意見交換を行いました。委員の先生方か らは、
・ 「科学技術政策の史的展開」の研究については、対象 とする時代を どの範囲 と
す るかが重要、文化等との係わり合い も分かるとよい。
・ 研究開発の リスクマネジメ ントにっいて国 と民間の相互比較といったことが
必要なのではないか。
・ 国際問題のテーマについては、阻害要因の整理などnegativeな現象をとらえ
るという視点でな くpositiveな側面にスポッ トをあてた もの もあっていいの
ではないか。
等、予定時間を大幅に超過 して御意見が述べ られ ました。
研究所 としま しては、 これ らの意見を今後の業務展開にあたっての参考 とする
とともに、また、いずれかの時期 にこのような機会を設 けたいと考えています。
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◎ 大学から頭脳導入
当研究所では、研究部門に理論的研究を行 う研究 グループと実証的研究を行
う調査研究 グループとを設けてお りますが、その研究グループの取 りまとめ役
である総括主任研究官に、埼玉大学の児玉文雄教授 と筑波大学の丹羽冨士雄助
教授の両氏を迎えま した。
児玉氏には、第1研 究 グループの リーダー として、イノベー ション・プロセ
スに関する研究をは じめとした研究について、丹羽氏には、第2研 究グループ
の り一ダーとして、科学技術指標の開発をは じめ とした科学技術活動の構造的
研究にっ いて、それぞれ ご指導 していただ くこととしております。
また、特別客員研究官 として、猪瀬 博 学術情報セ ンター所長 と、大島恵一
東京大学名誉教授に、研究所の研究業務全般について御指導 を頂 くこととして
お ります。
◎ 海外機関からの来訪
発足間 もない当研究所ですが、早 くも国内外か ら多大な関心が寄せ られており、
当研究所への来訪が相次いでいます。
その中で、主だ った方々を以下にご紹介いたします。
(敬称略)
7月18日
7月19日
7月21日
7月28日
8月8B
8月11日
8月26日
8月29日
8月31日
M.C.Harris
M.H、A1-Ghanimi
G.K.Wallace
J.T.Ratchford
J.P.Contzen
M.Frans鰍 劔
J.Singurdson
R.Bower
Dr.Gowarikar
全米科学アカデ ミー(NAS)日本部長
サウ ジアラビア企画省審議官
カナダ科学会議議長
AAAS役 員
EC委 員会共同研究セ ンター総局長
英国エ ジンバラ大学 日本学術研究所長
スウェーデ ン・ル ン ト大学教授
カナダ地域 。工業促進省国際局長
イ ン ド科学技術省次官
7月28日 に来 所 され たラチ フ ォー ド氏 は、当所 にて講 演 会を行 い ま した。 概
要 を次 ペ ー ジに掲 載 いた します。
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講 演 会 「米 国 の 科 学 技 術 政 策 の 変 遷 とAAASの 役 割 」
講 蔀巨J.ThomasRatchford
AssociateExecutiveOfficer
AmericanAssociationfortheAdvancementofScience(AAAS)
日 時 昭 和63年7月28日
(1)第2次大戦前の米国の科学技術に関する動 きはゆっくりと したものであったが、
大戦に入ると、国家防衛研究委員会設立(1940年)、科学研究開発局設立(1941年)、
ξヘ マ ンハ ッタ ン計画の開始・特別な研究機関の設置等主に軍事面で科学技術が強力
に推進 された。 この結果、政府の研究開発予算が1940年の74百万 ドルか ら、1945
年には16億ドルへとのぼ り、 レーダー、原子爆弾等の開発などにっながった。
(2)大戦後 となると、1945年にブッシュ報告、1947年にステ ィールマ ン報告が出 さ
れた。ブッシュ報告では、科学をエ ンドレスフロンティアと位置付け、科学 に対
する国家的政策の必要性を提唱 した。ステ ィールマ ン報告では、基礎研究に対す
る政府の役割の重要性及び科学技術の中心的研究機関の設立の必要性を強調 した。
(3)最近の米国の科学技術政策を、カー ター政権以降でみると、カーター政権の特
徴と しては、①新技術が国家的課題解決のカギとの認識、②技術の発展 は、基礎
研究で得 られる知見が重要 との認識、③基礎研究に対す る政府の支援強化、が挙
げられる。 これに対 し、 レーガン政権の特徴 として は、①広 く国民のニーズに対
処、②政府 と民間の責任分担の明確化(小さな政府)、③基礎研究に対する政府の
支援強化、が挙げ られ る。
(4)今後、米国の科学技術については、競争力減退への不安、政府予算の緊縮等の
ため、プライオ リティの確立、国家組織の設立、国際協力等が重要となろう。
(5)AAASは 、i848年に設 立 された民 営機関 で 、① 科 学者(Scientist)の情 報交
換 、協力 の推進 、② 自由な科学研 究 の推進 、③ 科学技 術 の国民 へ の理解 の促 進 、
を 目的 と して い る。 その活 動 は、雑誌 「サ イエ ンス」の発行 な どの ほか 、各種 シ
ンポ ジウムの 開催 、各種調 査報 告、PAを 通 じ、独立 の機 関の立 場か ら、政府 ・
議 会の科 学技術 政策 の企 画立案 に協力 を行 って い る。
一一3-一
☆ 今 後 の 主 な 予 定
・顧 問会議(9月12日)、:研究所 の基本 運営 、
。外 国人研 究 者来所:
Ms.MariaPapadakis(9月19日～)米 国NSF研 究 員.
日米 科学技 術の指 標 によ る比 較等 につ いて の研 究
Dr.LennartStenberg(9月26日～)ス ウ ェ・一デ ン ・ル ン ト大 学研究 員
日本 の研究 開発推 進体 制 にっ いて の研 究
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